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余寒の候、皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

如月のご挨拶のあとではありますが、あらためまして、今年も宜しくお願いいたします。 

 

 さて、今年は２０２０年。私ごとながら嬉野に来て２０年が過ぎまして、わが子達を中心に出会った人々

は数知れず。めまぐるしく賑やかな日々を重ね、皆自立し、気付けば旦那様とふたりの生活。 

「静かだなぁ・・」。 

テレビの CMに「人生１００年時代！！」と朝だけで２回も言われ、「わかってるわ！もう！」 

もや～っとしていたこの頃、しかしどうも最近、若い方々と接する機会が増えているような気もして・・ 

 

先日、佐賀でのお買い物の際に、服をどう選んだものかと頭を悩ませていたところ、かわいらしい店員さ

んが「それ、かわいいですよね！」と声を掛けて来ました。今までなら反応も冷ややかだったのですが、娘

に相談するかのように「若すぎでしょ？」などと自然に会話をしてしまいますと、彼女は自分で考えたコー

ディネイトへ話を展開、私の年齢などまるでお構いなしに、あっちの方から持ってきたものと上下を組み合

わせて見せ、すぐにでも着られるように見事にイメージさせるのです。お！？と思って、あっという間に心

を開いてしまいました。従来、同年代以上の店員さんの実体験に基づく“隠す・忍ぶ”着こなしで買い物を

していたことにその時気付かされました。若い彼女は、重力に疲れた体型のことなど（恐らく）想像し得な

い、もしくは、とにかく好きなものをかっこよく・かわいく着る、しか頭にないのでしょう。その勢いこそ

がまさしく「若さ」なんですね。これは明日から楽しいかも！私も何だか元気になって帰宅しました。 

  

また、仕事や地元の行事でも、年長さんや小学生の子供達と接する機会が増えました。会話が噛み合うの

です（笑）。先日は小学１・２年生の男の子達の隣で注連縄を作っていて、「君はどうする？」などと言わ

れ、普通にお友達のようになっていました。みんなが無邪気なのか、こちらが低学年男子並みなのか。 

いずれにしろ、若い子の輪にお邪魔することは楽しいですね。一歩外に出て「１００年時代」もなんのそ

の、静かな日常のスパイスとしたいところです。 

 さあ、さっそく元気いっぱいの話題からまいりましょう！轟小１年生と「昔遊び」を楽しんで来ました。 

子供も大人も、とってもイキイキでした！ 

 

                                                                               

                                   

 

本物の竹製 竹馬だよ～ ２０名の、 

遊びの先生達

です 
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コミュニティ令和２年の仕事初めは、青少年育成部会でお手伝いしている「昔遊び」でした。上岩屋区の 

老人会の方々、朝市へ出品してくれるお付き合いから毎年参加して下さっている方、奥様と一緒に初参加の

ご主人様・・。有難いことに２０名もの皆さんが、昔の遊びを小学１年生に伝授するために、寒い朝、轟小

体育館へ集まって下さいました。 

 

 

 

 

種目は１０種、お手玉・おはじき・あやとり・けん玉・羽根つき・こま回し・めんこ・竹馬・竹とんぼ・紙

ひこうきです。紙ひこうきは２年前、湯野田区の森本さんをお誘いした際に「紙ひこうきならできます」と

提案して頂き加わった種目で、今では男の子に大人気となっています。また、去年は金属製で冷たかった竹

馬も改善、湯野田区長・永尾さんが、青い竹で子供サイズの竹馬３組を作って下さいました。そして丹生川

区長・辻田さんと下岩屋区の太田武美さんは、竹とんぼを子供達の数以上も作って来て下さいました。皆

様、本当にどうもありがとうございました。また、ご近所サポーターさんもご参加下さり「佐世保ゴマなら

廻せますよ」の一言から、佐世保ゴマを調達したのですが、その造形美に似合わず、勇ましく投げられ廻り

続ける木製のコマに、事務局はすっかり魅了されてしまいました。そのうち、大会でも開きたいと思ってい

るくらいです。                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の皆さんも多く参加してくださいました。穏やかな物腰と優しい眼差しに感動します。 

めんこは思いのほか難しく、子供たちに勝てませんでした！ 

飛距離のコツは、持ち方だそう 

紐の巻き方、持ち方、投げ方

まで（子供の頃以来だそうで

すが）教え方がとても上手な

ご近所サポーター山口さん 

森本さんのヘリコプター型紙ひこうき 

竹とんぼ 
お手玉 

あやとり 

おはじき 

 

めんこ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹馬製作の湯野田区長・永尾さん（左）、 上岩屋区の田中区長・白川さん・池田さん 

 

最後は、紙ひこうきや紙ヘリコプターを飛ばして元気良く！皆さんどうもありがとうございました。 
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